長医発第２１６２号
令和２年２月１４日
長崎県下病院長　殿

長崎県医師会病院部会委員長
澄川耕二
ペイシェントハラスメントに関する調査の実施について（御依頼）

拝啓　初春の候　先生におかれましては御健勝のこととお喜び申し上げます。
　さて、この度、長崎県医師会病院部会では、県下の病院におけるペイシェントハラスメントについての実態を把握し、今後、長崎県医師会が取り組むべき対策等についての参考資料として役立てて頂きたいと考えております。
　つきましては、御多忙のところ恐縮ですが、別紙アンケートにより貴病院の状況について、３月９日（月）までに、FAX（095-844-1110）又はメール（zimu-ken@nagasaki.med.or.jp）で御回答下さいますようよろしくお願いいたします。
　なお、貴院の御回答にあたっては、患者・家族と直接対応する臨床現場の医師・看護職、その他職員の現状等を踏まえた上でお願いしたいと存じます。

敬具
	【注】ペイシェントハラスメントとは、パワーハラスメントの一種であり、「患者・家族」が「医師・看護職その他職員など医療者側の者」に対し、正当な医療行為を妨害するいじめ・嫌がらせなどの行為をすることを意味します。医療者に対する患者・家族の言動には、①暴行・傷害（身体的な攻撃）、②脅迫・名誉棄損・侮辱・ひどい暴言（精神的な攻撃）、③医療者に対する質問についての執拗かつ辛辣な応対要求、④それに関する執拗なまでの付きまとい、⑤医療行為に対する執拗かつ辛辣な批難や批判と責任追及、⑥これらの過程における診療上の指示・指導の受入れ拒否や無視などがみられ、⑦当該病院に対する「業務妨害」につながることが多くなります。一般的には、患者・家族による「暴言・暴力等」と表現されています。


【追　記】
(1) アンケート調査用紙は、県医師会ホームページ(http://www.nagasaki.med.or.jp)
「新着情報」欄にＷｏｒｄ形式で掲載しておりますので御利用下さい。
(2) ご不明な点等ございましたら、下記までお問い合わせ下さい。

　　　　長崎県医師会 業務課（古賀、田畑、福田）
　　　　　TEL095-844-1111、FAX095-844-1110

　　　　　E-mail：zimu-ken@nagasaki.med.or.jp
長崎県医師会　行（FAX 095-844-1110 又は メール zimu-ken@nagasaki.med.or.jp）

ペイシェントハラスメントに関する調査
回答用紙
病院名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　
記入者(担当者)役職・氏名：　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

連絡方法：TEL　　　　　　　　　　　　、FAX　　　　　　　　　　　
１．病院属性について　
問１－１　開設主体について
	１．国
２．地方公共団体
３．社会保険団体
４．その他の公的機関 
	５．医療法人

６．公益法人
７．個人
８．その他


問１－２　病床数について
	１．１００床未満

２．１００～１９９床 

３．２００～２９９床 
	４．３００～４９９床
５．５００以上



２．ペイシェントハラスメントの実態等について　
問２－１　貴院において過去１年間に、患者・家族等から職員に対する暴力・対応に苦慮した暴言等の事例はありましたか。
	１．あった
	２．なかった（問３－１へお進み下さい。）

	３．過去１年間にはなかったが、それ以前には経験あり



　　以下の問２－２～10の設問は、上記設問で「１．あった」「３．過去１年間にはなかったが、経験あり」と回答された病院のみ御回答下さい。
問２－２　暴力・暴言等に発展したきっかけ又は原因は何ですか。（複数回答可）
	１．病気や治療方針、実践したケアに対する不満や不安
２．医師・看護師等の説明不足（不十分なIC）
３．患者・家族等の誤った権利意識
４．患者・家族自身が抱えているメンタル障害・パーソナリティー障害などの心身の問題

	５．患者・家族の元来の反社会的性格
６．医師をはじめ職員に対する誤解や悪感情
７．他の患者や家族との間のトラブル
８．病院受付でのトラブル

９．支払いに関するトラブル
10．その他



　【注】「IC」とは、「インフォームド・コンセント」のことを意味します。以下同じです。
問２－３　どのような暴言・暴力等を受けましたか。その態様についてお答え下さい。（複数回答可）

	１．暴行・傷害
２．脅迫・名誉毀損・侮辱・ひどい暴言
３．質問等について執拗かつ辛辣な対応要求
４．３についての執拗なまでの付きまとい
５．医療行為等に対する執拗かつ辛辣な批難や批判と責任追及
	６．これらの過程における診療上の指示・指導の受入れ拒否や無視
７．これらによる業務妨害
８．その他


問２－４　暴言・暴力等をする患者・家族に医療機関として困っていることがありませんか。
（複数回答可）

	１．患者が退院しない、患者を退院させない等により不必要な入院の継続
（退院を勧告しても従ってくれない）
２．風評被害

３．看護師等が退職してしまい業務に支障が生じた
４．看護師等が退職したため病棟閉鎖による収入減
	５．職員が対応に時間をとられ、業務に支障が生じ具体的に損害が発生した
６．職員の就労環境が悪化
７．他の患者に迷惑をかけることによって、他の患者の通院や治療に支障が生じた
８．その他


問２－５　暴力・暴言等を受けた職種についてお答え下さい。（複数回答可）
	１．医師
２．看護職員
３．ＭＳＷ（医療ソーシャルワーカー）
	４．その他の医療職（　　　　　　　　　）５．事務職
６．その他（　　　　　　　　　　　　　）


問２－６　暴力・暴言等を受けた職員に対するサポートを行っていますか。
	１．行っている
	２．行っていない


問２－７　上記「１．行っている」の場合、具体的なサポート内容をご教示下さい。（複数回答可）
	１．所属長等による面談、カウンセリング
２．専門家によるカウンセリング
３．精神科又は心療内科の受診など医療対応
	４．部署の配置換え
５．一定期間の休業
６．労災認定の取得援助

	７．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２－８　暴力・暴言等に対処するための担当部署がありますか。

	１．あり
	２．ない


問２－９　上記「１．あり」の場合、担当者はどういう方ですか。（複数回答可）
	１．病院幹部としての医師
２．医師
	３．看護職員
４．事務職員

	５．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問２－10　暴力・暴言等を受けた職員のその後について（複数回答可）
	１．退職した

２．心労により体調を崩した

３．そのために休業を余儀なくされた
４．配属先を変更（本人希望含む）
	５．そのまま勤務（１～４の該当なし）
６．その他



３．ペイシェントハラスメントに対する対策等について　

問３－１　暴力・暴言等に対する貴院の対策について御教示下さい。（複数回答可）
	１．担当部署を設置
２．対応マニュアルやガイドラインの作成
３．事例等の情報共有
４．発生件数の記録
５．職員研修
	６．警察ＯＢの雇用
７．弁護士との提携（顧問契約の締結など）

８．暴力・暴言防止啓発ポスターの掲示
９．暴力・暴言防止についての院内放送
10．特に対策はしていない

	11．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問３－２　暴力・暴言等に対して実際に行った対応について御教示下さい。（複数回答可）
	１．相手方との話合い(当該職員除く)
２．相手方との話合い(当該職員含む)
３．以後の診療を拒否
４．退院・転院してもらった
５．家族等の院内立入禁止
６．誓約書・確認書等の書面を書かせる
	７．警察に通報し警察介入
８．弁護士に相談
９．弁護士への依頼

10.現場の医師・看護師等の職員に任せている
11．特に対応したことはない


	12．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問３－３　暴力・暴言等の対応のため、他の病院に協力を求めたことがありますか。（複数回答可）

	１．事情を説明して通院患者を他の病院に引き受けてもらった
２．事情を説明して入院患者を他の病院に引き受けてもらった
	３．事情を説明して精神科病院又は心療内科医院などの協力を得た
４．その他
（　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問３－４　暴力・暴言等をなくすために必要と思われる取組は何ですか。（複数回答可）

	１．職員のコミュニケーション能力の向上のための研修
２．IC能力の向上のための研修
３．ペイシェントハラスメントに対する職員対応のための研修

４．警察ＯＢ等、専門スタッフの充実
５．対応マニュアル等の整備
６．暴力・暴言等の防止啓発ポスターの作成
７．暴力・暴言等についての院内放送
	８．診療拒否、立入禁止等の毅然とした対応
９．警察との連携
10．弁護士との連携
11．医療対応クレーム保険による弁護士選任

12．地域病院間での情報共有と共助
13．問題解決を目的とする第三者機関の設置
14．第三者機関の意見を踏まえた上で、強制退院等を可能にする法律の整備

	15．その他（　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　）


問３－５　暴力・暴言等防止のため、医師会で取り組んで欲しい事がありますか。

	


４．その他
問４－１　ペイシェントハラスメントについての勉強会があれば参加しますか。
	１．参加する
	２．参加しない


問４－２　ペイシェントハラスメント問題についてのご意見等がありましたらお聞かせ下さい。
	


※本アンケート結果は、県医師会及び県医師会病院部会内で今後の対応等について検討を行うために使用します。又、結果を公表する場合がございますが、その場合も個別の医療機関名が分からない形で行いますので御了承ください。
アンケートは以上です。
３月９日(月)までにＦＡＸ(095-844-1110)にてご返信下さい。
ご協力ありがとうございました。
１又は３と回答





１又は３と回答
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